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TaaS(Traceability as a Service)とは

TaaSは分散台帳技術を活用した産業基盤を再構築するために生まれた
プラットフォームです。様々な業種の企業様やデータ、業務進捗などを
TaaSで管理して、効率化や自動化を図ることで相互に連携のとれた効
果的な事業遂行をサポートします。

◆ TaaSの特徴

✓ 管理業務の効率化・自動化
✓ リアルタイムでの契約・取引履歴・業務履歴などの基幹業務の情報共

有・可視化
✓ 非財務情報の記録が可能に
✓ コミュニケーションコストの削減
✓ 記録情報の書き換えができない(改ざん防止)
✓ 中央システムを採用しないことによる高いセキュリティ性(分散システム)
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全ての産業・業務分野に活用可能な汎用性の高いシステム

医療データに関する記録・管理

物流における業務フロー管理

消費者情報の記録・管理・保護

損害保険会社業務の管理

加工業者・メーカー工場内における
業務フロー管理

業務提携やファンド組成等の
大規模なプロジェクト管理

TaaSは相互運用性・応用性が高いシステムであるため、すべての産業に対して利活用することが可能です。

今回は全産業・業務分野の中でもプロジェクト管理とサプライチェーン管理
の課題にフォーカスしてご提案します。

Ex…TaaS活用先の例
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